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資料１ 



食物アレルギー患者はどれくらいいるのか？ 

100人あたりの人数 

乳児期      幼児期       学童期       成人 
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学校生活における健康管理に関する調査
【文部科学省2013】 

食物アレルギー  45万人 （4.5%） 

アナフィラキシー  5万人 （0.5%) 

エピペン保持者 27,312人（0.3%） 

 3 



食物アレルギーの原因食物 

n=2501 

厚生労働科学研究（今井・海老澤） 
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0歳 1歳 2,3歳 4-6歳 7-19歳 20歳以上 

No.1 
鶏卵 

59% 

鶏卵 

40% 

鶏卵 

22% 

鶏卵 

16% 

甲殻類 

21% 

甲殻類 

20% 

No.2 
乳製品 

24% 

魚卵 

14% 

魚卵 

13% 

果物類 

14% 

果物類 

18% 

小麦 

18% 

No.3 
小麦 

7% 

乳製品 

11% 

乳製品 

11% 

ソバ 

12% 

鶏卵 

16% 

果物類 

15% 

No.4 
ピーナツ 

9% 

ピーナツ 

10% 

魚卵 

10% 

ソバ 

9% 

魚類 

11% 

No.5 
魚類 

7% 

ソバ 

8% 

甲殻類 

8% 

魚類 

7% 

鶏卵 

7% 

小計 90％ 81％ 64％ 60％ 71％ 71％ 

 n = 1356 
初発症例の原因食物 

厚生労働化学研究(今井、海老澤) 
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学校給食で発症した食物アレルギー症状 

n=637 

(社)全国学校栄養士協議会調査 
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アナフィラキシーの定義 
（厚生労働科学研究 食物アレルギーの診療の手引き2011） 

■ 食物、薬物、ハチ毒などが原因で起こる、即時型アレルギー反
応のひとつの総称である。 

■ 皮膚、呼吸器、消化器など多臓器に全身性に症状が現れ、
急速に進行する。時に血圧低下などの強い症状を惹き起こし、こ
れをアナフィラキシーショックという。 
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食物アレルギー児の食生活での制約  
（家庭外） 

外食が不自由 

友人宅訪問が不自由 
28% 

47% 

44% 

76% 

0% 25% 50% 75% 100%

3品目除去 

1品目除去 

食物アレルギーの栄養指導の手引2008 
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保護者の食物アレルギーに関する悩み 

1位 2位 3位 

0歳(n=42) 献立/調理(31%) 離乳食(26%) 成長/栄養（17%) 

1-3歳(n=145) 外食/購入（43%) 献立/調理（37%) 成長/栄養(23%) 

≧4歳(n=99) 外食/購入(40%) 給食(40%) 献立/調理(28.3%) 

食物アレルギーの栄養指導の手引2008 
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食物アレルギー患者の 
安全で豊かな食生活のために 
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